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はじめに 

牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）による

疾病の発生は、世界各地でみられ、下痢、発

育不良、泌乳量の減少、繁殖障害などによる

生産性の低下が起こる 1)。また、妊娠牛がBVDV

に急性感染し，その際に胎齢 125日未満の胎

子が子宮内感染すると，胎子はそのBVDVに対

して免疫寛容となり、持続感染（PI）牛とし

て出生してくる 2)。PI牛は、多量のウイルス

を生涯にわたり排泄し続けるが、明確な症状

を示さない場合が多く、牛群内及び農場間の

感染を広げる主要因となる。そのため、本疾

病の対策としては、PI牛を中心とした感染個

体の早期摘発が重要である 1)2)。 

本県では、BVDV検査を、牛の病性鑑定時の

みならず、放牧予定牛に対して、齋藤らのウ

イルス分離検査法（簡易法）3)により、平成

15年から実施してきた。これは県内公共牧場

にPI牛が侵入するのを未然に防ぐことを目

的としたものである。しかし、この簡易法は

PI牛が免疫寛容であり、BVDVに対する抗体を

保有していないことを原則とした検査体制で

あった。今回、抗体を保有した PI牛を疑う病

性鑑定事例に遭遇したことから、放牧予定牛

のBVDV検査体制を見直したので、その概要を

報告する。 

 

材料及び方法 

材料は、平成 20年～25年 9月末までに検

査依頼のあった、牛ウイルス病の病性鑑定

270件及び放牧予定牛 9391頭の牛の血清（血

漿、血球及び流産胎子体液等を含む）を用い

た。 

検査は、遺伝子検査（RT-PCR [Vilcekら]）、

ウイルス分離検査（希釈法及び簡易法）及び

抗体検査（Nose[N]株及びKZ91CP[K]株に対す

る中和抗体価を測定）を実施した。希釈法は

96穴マイクロプレートを用い、被検血清を液

体培地で3倍階段希釈、等量の MDBK-SY細胞

浮遊液を接種した後、37℃にて静置培養した。

その後、CPEを指標に判定した。また、簡易

法では、1検体につき 1穴を用い、被検血清

0.01mlと MDBK-SY細胞浮遊液 0.19mlを接種

し、37℃静置培養した後、CPEを指標に判定

した 3)。 

 

結果 

牛ウイルス病の病性鑑定依頼 270件で、

BVDVの関与を疑い持ち込まれたものは82頭、

うち21頭をPI牛として摘発した。これらは、

PI牛にしばしば見られる発育不良（3頭）、発

育不良及び下痢（3頭）、下痢（1頭）、下痢及

び呼吸器症状（1頭）、流産（2頭）などを呈

していたが、臨床症状を認めない個体が 11

頭いた（図１）。さらに、放牧予定牛では、9391

頭から PI牛を 20頭（図２）摘発し、合計 41

頭（一部疑い牛を含む）を摘発した。 

病性鑑定で摘発したPI牛21頭の血清から、

BVDVに対する特異遺伝子が検出され、そのほ

とんどからBVDVが分離された（表1）。一方、

PI牛が通常保有しないとされる本ウイルス

に対する中和抗体を4頭（症例1～4）が保有
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していた（表２）。 

 

図１ 摘発PI牛の臨床症状（病性鑑定） 

 

 

図２ 放牧予定牛検査でのPI牛摘発状況 

※年ごとの摘発頭数は、バーの右下に数字表記 

 

症例１～４のPI牛は、血清を材料とした簡

易法ではすべてウイルスが分離されなかった

が、症例1及び3は希釈法により、症例2及

び4は、単離した白血球を材料とした希釈法

でウイルスが分離された。また、N株に対す

る中和抗体価は、8か月齢の黒毛和種の症例 1

が8倍、生後1日～4日齢の交雑種又はホル

スタイン種の症例 2～4が、32～4096倍であ

った。 

表１ 病性鑑定での摘発 PI牛一覧 

 

 

表２ 抗体保有PI牛（症例１～４）

 

 

放牧予定牛検査で摘発された PI牛 20頭に

ついては、すべての血清から、BVDVに対する

特異遺伝子が検出され、簡易法によりウイル

スが分離された。 

 

考察 

PI牛は、分泌物に多量のウイルスを排泄す

るが、典型的な臨床症状を示すことは少ない。

中でも発育不良は高率に認められる症状

（39.5%）とされている 2)が、今回、病性鑑定

で発育不良を呈した摘発牛は 6頭（28.5%）で

あり、前述の報告と比較すると低かった。ま

た、図1に示したとおり、発育不良を含む PI

牛を疑う症状を伴わない PI牛が多く存在す

る可能性が高いことから、今後はそれらを考

慮した病性鑑定及び摘発検査を意識する必要
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があると思われた。 

さらに、PI牛は通常 BVDVに対する中和抗

体を持っていないとされるが、今回、抗体を

保有したPI牛4頭に遭遇した。症例2～4は

生後間もない牛であったことから、初乳摂取

による移行抗体を検出したものと推察された。

しかし、症例1の PI牛は、通常、移行抗体が

消失する時期（6か月齢）を過ぎても抗体を

保有していた。このPI牛の中和抗体について、

非特異反応である可能性を否定するため、ア

セトン処理 4)を行ったが、未処理のものと同

様の結果を示した。今後は、さらに症例数を

蓄積し、中和抗体が検出された要因について、

解明したい。 

このように、中和抗体を保有するPI牛が存

在することから、今後、PI牛を見逃すことの

ない様に、当所の放牧予定牛 BVDV検査体制を

以下のとおり改善した（図３）。 

 

 

図３ 検査体制（改善後） 

 

まず、被検血清をプール血清として、RT-PCR

を実施する。RT-PCRの結果が陰性の場合は、

簡易法によるウイルス分離を行い、その結果

が陰性であれば、入牧可能とする。RT-PCR陽

性の場合は、入牧を待機してもらい、希釈法

によるウイルス分離を実施する。血清からウ

イルスが分離できない場合は、中和抗体によ

る影響を考慮し、可能であれば EDTA添加血液

から単離した白血球を用いて再度分離を行う。 

また、PI牛を疑う結果の場合は、2週間後に

再度採材するなど、状況に応じた検査により、

総合的に判定をすることで、より確実な検査

体制とした。 

これにより、多検体を対象とする放牧予定

牛の BVDV検査は、検査コストと手間が増えて

しまうが、PI牛が公共牧場に侵入してしまう

リスクやその損害を考えれば、この体制の変

更は有意義であると考える。 

病性鑑定マニュアル 5)によれば、PI牛と確

定診断するには、一定期間をあけて採材した

ペア血清で、ともにウイルスが分離され、な

おかつ中和抗体価の上昇を認めないことが条

件とされている。これまで、当所では BVDV

に対する抗体を保有していない PI牛が大多

数であったため、放牧予定牛の BVDV検査は、

簡易法によるウイルス分離のみを実施してい

た。この方法は、被検血清と細胞を同時接種

するだけでよく、作業の省力化に加えコスト

軽減も可能であり、多検体処理を必要とする

放牧予定牛の PI牛摘発に有用なものである

3)。また、2003～2007年の成果については、

岩根らが報告 6）しており、検査の有用性が証

明されている。また、簡易法によるウイルス

分離の他にも、バルク乳を使った遺伝子検査

やスポットテストなど、いくつかBVDVの検査

方法が存在することから、牛の導入の際や公

共牧場等へ複数の農場から牛が集まるような

場合には、事前にいずれかの検査を実施すべ

きである。 

最後に、BVDVの PI牛摘発検査は、数種類

の検査を適切に実施し、その結果から総合的

に判断することが重要であると再認識すると
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ともに、今後もBVDV撲滅に寄与したい。 
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